
埼玉県行田市荒木地内　見沼公園

別添、仕様書等のとおり

　上記について、下記により見積合わせを行いますので、見積書の提出を依頼します。

実施しません。

１）様式等

２）提出方法 ＦＡＸ（又は電子メール）による。(※ＦＡＸ番号は、４）に記載された番号)

３）提出期限 まで

４）提出先 独立行政法人水資源機構　利根導水総合管理所

ＦＡＸ　０４８－５５７－１５０６

電子メール　nyukei_tonedo@water.go.jp

５）担当者 総務課　契約担当

６）質問書 令和8年10月9日　10:00まで

提出期限

７）見積回数 ２回を限度とする。

積書の提出の期限は、　　　　　　　　　　　　　　　１７時までとします。

８）その他

契約締結の翌日から令和8年12月11日まで

現 場 説 明

( 公 印 省 略 )

利 総 第 148 号

令 和 8 年 10 月 5 日

見沼公園看板設置工事

3 見積結果については、契約の相手方として決定した者のみに、原則として提
出期限の翌日（翌日が休日となる場合には休日でない直後の日）までに通知
します。

、令和8年10月19日
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1

2

1

17:00

2 当機構における令和7・8年度一般競争（指名競争）参加資格者のうちその他
工事の認定を受けていること。

参 加 要 件

２）請負代金の支払いについては、履行確認後の一括支払となります。

３）最低金額を提出した見積者が複数ある場合は、「くじ」により契約の相手方を決定しま
す。

なお、当初の見積徴取において予定価格の制限に達した価格の見積書がない

見積書の様式は任意としますが、見積書には見積年月日並びに見積者の住所
及び氏名（法人の場合は、法人名及びその代表者名）を記載し、代表者の印
章を押印されたものに限ります。ただし、押印は「本件責任者及び担当者」
の氏名及び連絡先を明記することで省略することができます。

①見積価格は、見積者が消費税に係る課税事業者であるか免税事業者である
かを問わず、見積もった契約希望金額の１１０分の１００に相当する金額を
見積書に記載してください。
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場合の再度の見積書の提出については、改めて連絡するものとし、再度の見

１）契約金額は、見積書に記載された金額に当該金額の１００分の１０に相当する額を加算
した金額（当該金額に１円未満の端数があるときは、その端数金額を切り捨てた金額）とし
ます。

そ の 他

見 積 結 果

独立行政法人水資源機構 分任契約職

利根導水総合管理所長　大津　太郎

見 積 書 等

令 和 8 年 10 月 16 日

②見積書を送信した後は、見積書の引き換え若しくは変更又は見積の取消し
はできません。また、見積者は見積り誤り、見積書の書き誤り等を理由に見
積もりの無効を主張することはできません。

見　　積　　依　　頼　　書

施 行 場 所

件 名

記　

4 内 容 等

業 務 期 間3



 

見沼公園看板設置工事 仕様書 

 

第１節 適 用 

  この仕様書は、独立行政法人水資源機構利根導水総合管理所(以下「機構」という。)が施行

する「見沼公園看板設置工事」(以下「本工事」という。)に適用する。 

 

第２節 工事場所 

埼玉県行田市荒木地内 見沼公園 

 

第３節 工事概要 

看板製作・設置    １基 

 

第４節 業務期間 

   契約締結の翌日から令和8年12月11日まで 

 

第５節 工事内容 

 5-1 看板設置位置  

   見沼公園内に看板を設置する。設置位置の詳細は、別途指示する。 

 5-2 材料 

   使用する看板の仕様は以下を基本とする。 

   受注者は施工に先立ち、製作図を作成し、機構担当職員の確認を受けるものとする。 

   なお、看板に記載する内容等の詳細については別途指示する。 

また、仕様の変更については協議するものとするが、受注者の責によらない場合を除き原則設計変

更の対象としない。 

 

   ①看板 

    ・ステンレスヘアライン横 1200mm×縦 900mm 

    ・長期インクジェットシート貼り 

    ・フレームは灰色、板面は白色を基本とし、詳細は協議するものとする。 

   ②柱 

    ・両端柱：ステンレスヘアライン角柱 

    ・両端柱はブラウンを基本とし、詳細は協議するものとする。 

    

 

    

     

 



看板イメージ

未来へつなぐ武蔵水路と見沼公園の桜

武蔵水路は、昭和30年代の首都圏の深刻な水不足を解消するため、利根川の水を荒川へ導き、首都

圏へ水を送る重要な水路として、昭和43年に建設された。

ここ行田市荒木地区では、昭和43年に水資源開発公団（現・独立行政法人水資源機構）が武蔵水路

の建設を契機に見沼公園を整備し、現在は行田市が都市公園として管理している。見沼公園は、地域

に親しまれる憩いの場であり、春には桜の名所としてにぎわっている。

平成21年からの武蔵水路改築事業の工事にあわせた公園の再整備では、住民参加会議を開催し、地

域の意見を計画に反映した。過密となっていた桜を適切に整理し、明るく使いやすい公園へと整備す

るとともに、武蔵水路の維持管理や緊急時の拠点としての機能も備えた。

近年、桜の老木化や外来害虫による被害が課題となる中、行田市、行田市桜維持管理荒木協力会、

独立行政法人水資源機構が連携し、見沼公園の桜の保全活動を開始した。

この公園の成り立ちと桜を愛し守り続けてきた人々の想いを大切にし、武蔵水路と地域がともに育

んできた桜の名所を、これからも未来の世代へ受け継いでいく。

令和８年１２月

行田市

田市桜維持管理荒木協力会

独立行政法人水資源機構

看板設置イメージ（表）
看板設置イメージ（裏）

0960241
タイプライターテキスト
参考図



